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創立者あいさつ

人間の健康と美を促進する研究活動を支援し、

より良い社会環境を実現するために

生命科学の健全な発展に寄与し、技術革新と人間重視の両面からより良い社会

環境の実現に貢献したいと願っています。

昨今、日本の経済・社会・文化の持続的な発展のために、研究開発の重要性が

再認識されています。研究開発のために様々な形の公的施策や、公益法人等

により支援措置が取られ､ また民間企業においても共同研究などの様々な改善や

工夫が行われています｡

既成の概念にとらわれず広い視野と新たな発想を持って、農林水産分野、食品

分野、生物学分野において、既に存在する課題はもとより未来を見据えた潜在

的な課題に取り組む基礎研究活動を応援することを目的として、公益財団法人

小柳財団を設立いたしました。
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